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祝 長島町施行 20 周年
町
長
式
辞

　
長
島
町
は
平
成
18
年
３
月
20
日
に
旧

東
町
と
旧
長
島
町
が
合
併
し
、
大
い
な

る
希
望
を
胸
に
、
新
た
な
歴
史
を
刻
み

始
め
ま
し
た
。
こ
の
20
年
間
を
顧
み
ま

す
と
、
豊
か
な
海
や
山
の
美
し
い
自
然
、

歴
史
的
文
化
遺
産
を
生
か
し
な
が
ら
、

「
夢
と
活
力
が
あ
り　
住
民
一
人
ひ
と
り

を
大
切
に
す
る
福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、「
子
ど
も
た

ち
に
は「
夢
」を
、働
く
人
々
に
は「
活
力
」

を
、
高
齢
者
や
弱
者
に
は
福
祉
の
充
実
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
議
会
と
一
体
と

な
り
、
歩
み
を
進
め
て
来
ま
し
た
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
土
台
づ
く
り
と

し
て
、
県
道
・
町
道
の
道
路
改
良
、
港

の
整
備
に
取
り
組
み
、
生
活
環
境
は
大

き
な
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
黒
之
瀬
戸

大
橋
は
、
開
通
か
ら
50
年
が
経
過
し
、

経
済
・
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
、
人
々

の
暮
ら
し
と
命
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
夢
で
あ
る
獅

子
島
架
橋
に
向
け
て
、
基
金
を
創
設
し
、

県
知
事
に
よ
る
現
地
視
察
や
基
礎
調
査

も
重
ね
ら
れ
、
実
現
に
向
け
て
本
格
的

に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
九
州
初
と
な
る
福

祉
事
務
所
を
開
所
し
、
手
続
き
ス
ピ
ー

ド
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、「
身
近
で
き

め
細
や
か
な
行
政
」
が
実
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
産
の
木
材
を
活
用
し
た
鷹
巣

診
療
所
の
新
築
、
獅
子
島
に
は
子
ど
も

第
三
の
居
場
所
「
ス
マ
イ
ル
ア
イ
ラ
ン

ド
」
を
整
備
し
、
地
域
の
支
え
合
い
の

輪
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
基
盤
整
備
と
し
て
、
町
営
の
「
長
島

夢
追
い
元
気
発
電
所
」
を
整
備
し
、
各

自
治
公
民
館
に
太
陽
光
発
電
の
益え
き
き
ん金
に

よ
る
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
乗

り
合
い
バ
ス
の
運
行
開
始
や
新
フ
ェ

リ
ー
「
ロ
ザ
リ
オ
・
カ
ー
ム
」、
新
た
な

旅
客
船
「
し
し
じ
ま
」
の
就
航
に
よ
り
、

交
通
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
面
で
は
、
自
然
の
恵
み
を
受
け

な
が
ら
も
、
と
き
に
赤
潮
や
寒
害
・
雪

害
な
ど
大
き
な
試
練
に
直
面
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
知
恵
と
努

力
、
国
・
県
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
来
ま
し
た
。

水
産
物
や
農
産
物
は
、
町
の
大
き
な
活

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
分
野
で
は
、
町
消
防
団
の
知
識
・

技
術
の
習
熟
や
現
場
活
動
で
の
活
躍
な

ど
が
認
め
ら
れ
、
平
成
26
年
に
日
本
消

防
協
会
の
最
高
栄
誉
章
で
あ
る
「
ま
と

い
」
を
受
章
し
、
同
30
年
の
全
国
消
防

操
法
大
会
で
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で

城
川
内
班
が
準
優
勝
の
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。
新
東
分
遣
所
の
運
用
開
始

や
平
尾
地
区
避
難
施
設
の
完
成
な
ど
、

町
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
の
防
災

力
向
上
へ
の
取
り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。

　
教
育
面
で
は
、
学
校
の
再
編
統
合
に

取
り
組
み
、
小
学
校
で
は
新
「
獅
子
島

小
学
校
」
の
開
校
を
皮
切
り
に
、
本
浦
、

田
尻
、
汐
見
小
学
校
が
閉
校
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
統
合
に
よ
り
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
、
本
島

地
区
の
再
編
統
合
が
決
ま
り
、
今
後
は

必
要
な
環
境
整
備
が
順
次
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
の
中
で
、

卒
業
後
に
長
島
町
へ
戻
り
、
暮
ら
し
を

築
く
若
者
を
応
援
す
る
た
め
の
「
ぶ
り

奨
学
金
制
度
」
を
創
設
し
、
将
来
の
展

望
を
開
け
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
制
度
を
利
用
し
た
多
く
の

若
者
が
、
学
び
を
終
え
て
長
島
に
戻
り
、

活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
国
が

進
め
る
「
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
」

の
活
用
が
始
ま
り
、
若
年
層
の
流
出
や

所
得
安
定
、
獅
子
島
架
橋
の
問
題
解
決

な
ど
、
町
の
将
来
に
向
け
た
歩
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
令
和
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
流
行
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

我
慢
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
学

び
や
価
値
観
の
変
化
、
互
い
に
支
え
合

え
る
地
域
社
会
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、

町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
困
難
を

乗
り
越
え
ま
し
た
。

　
本
日
の
節
目
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
、

関
係
機
関
の
皆
様
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
歩
み
を
改
め

て
共
有
し
、
次
の
20
年
に
向
け
た
大
切

な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
結
び
に
、
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
ご

来
賓
な
ら
び
に
町
民
の
皆
様
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

 　

  

長
島
町
長　

川
添　

健

　

３
月
20
日
、
町
制
施
行
20
周
年

記
念
式
典
が
町
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
多
数

の
来
賓
や
町
政
功
労
者
、
関
係
者

約
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
長
島
町

が
誕
生
し
て
20
年
の
節
目
を
祝
い

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
町
内
の

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ

Ｇ
Ｅ
Ｍ
」
が
キ
レ
の
あ
る
ダ
ン
ス

で
観
客
を
魅
了
し
、
20
周
年
記
念

メ
モ
リ
ア
ル
動
画
が
放
映
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま

し
た
。

　

長
島
町
表
彰
で
は
、
自
治
功
労

表
彰
と
し
て
元
長
島
町
議
会
議
員

の
池
田　

さ
ん
が
、
町
制
施
行
20

周
年
記
念
特
別
表
彰
で
は
、
地
方

自
治
功
労
者
、
教
育
文
化
功
労
者
、

社
会
福
祉
功
労
者
、
産
業
経
済
功

労
者
、
一
般
篤と
っ
こ
う行
者
の
各
部
門
で

計
33
人
６
団
体
が
受
賞
。
こ
の
ほ

か
、
20
周
年
記
念
標
語
「
つ
な
ご

う
笑
顔
ひ
ろ
が
れ
未
来
わ
た
し
た

ち
の
長
島
町
」
を
作
成
し
た
、
松

本
翠
さ
ん
（
川
床
小
１
年
）
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
鹿
児
島
県
知
事
代

理
の
本
田
敬
北
薩
地
域
振
興
局
長
、

鹿
児
島
県
議
会
園
田
豊
副
議
長
、

小
里
泰
弘
衆
議
院
議
員
、
野
間
健

衆
議
院
議
員
、
鹿
児
島
県
議
会
中

村
素
子
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
主
催
の
町
制
20
周
年
記
念
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
長
島
中
学
校
３
年
の
脇
田

光ひ
か
るさ
ん
の
作
文
「
私
の
育
っ
て
き

た
こ
れ
か
ら
の
町
」
で
は
、
全
国

で
問
題
視
さ
れ
る
人
口
減
少
が
例

外
な
く
長
島
町
で
も
起
き
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
、
い
か
に
そ
れ
を

食
い
止
め
る
か
を
考
え
、
み
ん
な

と
協
力
し
て
ふ
る
さ
と
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
が
つ
づ

ら
れ
て
い
て
、
今
後
を
担
う
世
代

か
ら
長
島
町
へ
の
思
い
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
鹿
児
島
県
警

察
音
楽
隊
と
城
川
内
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
、
長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

が
合
同
で
長
島
町
民
歌
を
演
奏
し
、

圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
来
場

者
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈

ら
れ
、
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

式辞を述べる川添町長式辞を述べる川添町長

表彰を受ける松本さん表彰を受ける松本さん

オープニングを飾った Cheers GEMオープニングを飾った Cheers GEM

県警音楽隊と長島中、城川内小のコラボ演奏県警音楽隊と長島中、城川内小のコラボ演奏


